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議

言葉

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
植
民
地

観
の
由
来
ご
地
位

長

田

良R

後
屡
E
版
を
重
ね
た
寸
諸
国
民
の
富
』
を
讃
U
じ
嘗
て

も
、
嘗
時
の
陛
態

t
彼
の
思
想
Z
の
関
係
を
、
考
慮
せ

守
し
て
は
、
ス
ミ
旦
の
思
想
を
十
分
吟
味
す
る
こ
ご
は

出
来
ぬ
o
p
ォ

Y

タ

1
・
4
1
5
オ
ッ
ト
(
巧
固
山
問
。
r
o昨・)

が
前
に
は
某
雑
誌
に
於
て
、
叉
後
に
は
[
偽
記
研
究
」
に

於
て
『
人
Z
し
て
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』
な
る
題
目
の
下

に
「
諸
岡
民
の
官
を
正
賞
に
解
稗
せ
ん
古
欲
す
る
も
の

は
、
何
人
正
雄
先
づ
諦
ふ
所
の
膝
史
的
方
法
を
適
用
し

て
著
者
が
如
何
な
る
経
験
を
嘗
め
た
か
、
又
そ
の
経
験

を
如
何
に
し
て
纏
め
上
げ
た
か
を
解
説
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
」
ご
言
っ
て
居
る
の
は
蓋
し
這
般
の
こ
ご
を
表
示
せ

る
も
の
で
あ
ら
う
。

従
来
λ

ミ
月
の
杭
民
地
翻
の
内
容
に
就
て
は
、
幾
多

の
卒
者
が
こ
れ
を
説
刷

L
、
又
は
略
説
す
る
こ
ぜ
に
努

め
た
の
で
あ
る
が
、
花
は
今
そ
れ
に
就
て
通
ぶ
る
よ
Z

を
止
め
、
此
所
に
は
骨
同
時
の
祉
世
田
的
環
境
が
彼
の
思
想

上
に
如
何
様
な
る
影
響
を
奥
へ
た
か
て
ム
ニ
ご
の
一
斑

を
窺
知
す
る
の
一
方
便
正
し
て
、
旦
ミ
月
の
一
著
述
中

に
現
れ
て
居
る
「
植
民
地
に
就
て
」
t
云
ム
一
章
、

-
A
び

彼
の
楓
民
地
視
を
碗
究
す
る
上
に
鬼
逃
す
-
」
ご
の
出
来

思
想
が
時
代
を
諮
る
か
、
時
代
が
思
相
暗
を
造
る
か
は

容
易
に
断
定
し
能
は
古
る
ご
こ
ろ
で
あ
る
が
、
凡
そ
枇

曾
の
環
境
一
炉
、
人
の
思
想
に
影
響
す
る
こ
ご
の
甚
だ
大

な
る
は
之
を
否
む
こ
ご
が
出
燕
な
い
。
故
に
、
あ
る
時

代
の
あ
る
一
祉
舎
に
於
げ
る
あ
る
人
の
思
想
を
、
能
〈
理

解
せ
ん
さ
せ
ば
、
そ
の
時
代
、
そ
の
枇
曾
に
於
け
る
環

境
が
特
定
人
の
思
想
上
に
影
響
せ
し
所
を
度
外
制
す
る

こ
ご
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
o
経
・
済
同
学
の
父
ご
し
て
の

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ユ
の
思
想
も
亦
此
例
に
漏
れ
な
い
。
さ

れ
ば
彼
が
幾
歳
月
の
閥
、
(
註
)
心
血
を
吐
露
し
て
思
索

を
廻
ら
し
、
一
七
七
六
年
に
第
一
版
を
ぬ
に
し
、
そ
の

雑

銑

ア
F
ム
・
ス
ミ
九
白
植
民
地
観
白
由
車
と
地
位

第
十
八
巻

一
四
五
)
一

O
O
七

(
第
五
競

Adam Smith， The Wealth of Nations， 1776. 
w. Bagehot “Adam Smith as a Person" Forthnightly Review. Vol 
XX. 
w. Bagchot. Biographical Stud工es，1881， p. 247 
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雑

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
心
柄
民
地
翻
白
山
端
と
地
位

錐

な
い
他
の
章
句
が
「
諸
岡
民
の
富
』
の
上
に
如
何
に
し
て

。。

後
生
し
残
り
し
ゃ
の
由
来
三
、
並
仁
斯
様
な
る
由
来
を

も
っ
号
れ
等
の
論
説
が
「
諸
凶
民
の
富
」
の
上
に
於
て
如

何
様
な
る
地
位
を
有
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
て
ふ

4-ご
の

此
等
二
仰
の
問
題
を
取
扱
っ
て
以

τ彼
の
思
想
を
吟
味

す
る
の
資
に
供
し
た
い
。。。

吾
人
は
先
.
っ
そ
の
由
来
を
尋
ね
ん
ご
す
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
た
め
に
は
便
宜
上
二
つ

ω部
門
に
分
ち
、

第
に
は
「
柿
民
地
に
就

t
』
τふ
一
章
が
如
何
に

L
て

「
諸
図
民
の
官
」
的
上
仁
現
れ
て
来
た
か

Z

U
ふ
問
題
を

取
扱
ひ
、
第
こ
に
は
彼
の
植
民
地
税
を
孜
究
す
る
上
仁

見
逃
す
を
得
ざ
る
他
の
章
句
が
如
何
に
し
て
同
著
の
上

に
現
れ
て
来
た
か
て
ふ
-
』
ご
を
考
終
し
て
見
穴
い
。

第
一
の
問
題
を
吟
味
せ
ん
が
た
め
に
は
、
彼
が
一
七

六
三
年
乃
至
四
年
度
hr
、
又
は
そ
の
前
弁
度
に
於
て
、

英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ヲ
大
間
半
で
講
義
し
た
稿
恥
ご
「
諸
問
民

の
官
」
の
第
一
版
ご
の
異
る
黙
に
就
て
一
…
即
日
を
良
ふ
る

の
必
要
が
あ
る
o

蓋
[
諮
問
中
煮
の
考
設
す
る
所
に
擦
れ

ば
、
彼
の
グ
ラ
月
ゴ
ク
大
半
仁
於
て
の
講
義
の
稿
本
允

る
「
正
義
・
行
政
・
歳
入
及
箪
備
」
の
中
、
正
義
を
除
外

一
四
六
)

じ
た
も
の
、
即
行
政
・
歳
入
・
軍
備
に
閲
す
る
部
分
は
、

資
仁
後
年
の
寸
諮
問
民
の
宮
」
の
前
吸
を
威
す
も
の
な
19

Z
見
倣
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
巳
で
あ
る
o

然
ら
ば
右
の
稲
本
Z
「
諸
闘
民
の
富
」
第
一
版
己
一

ω
問

に
於
り
る
重
要
な
る
差
異
に

L
て
本
問
に
関
係
ゐ
る
貼

は
如
何
。
「
諸
国
民
の
宮
」
第
一
版
に
於
て
は
右
の
柄
本

よ
り
も
増
補
サ
ら
れ
允
る
所
ゐ
る
正
共
に
、
又
削
除
せ

ら
れ
た
所
も
作
す
る
が
、
就
中
、
第
一
版
の
第
四
編
第

七
章
に
新
に
「
植
民
地
に
就
て
」
て
ふ
一
章
が
附
加
せ
ら

れ
允
こ
ご
は
大
に
注
意
す
る
の
必
要
ー
が
あ
る
。
回
よ
り

そ
の
閑
に
彼
が
仰
蘭
西
に
族
行
し
、
チ
ユ
戸
ゴ

1
、
グ

ヰ

1
等
の
幾
多
の
顧
問
中
岩
Z
交
を
訂

L
、
思
想
上
得
た

る
所
多
大
な
る
は
之
を
度
外
観
す
る
-
て
己
が
出
来
な
い

が
、
叉
只
ミ
旦
が
右
の
稿
本
よ
り
「
諸
問
剛
氏
の
宮
」
第
一

版
へ
の
思
索
を
狙
ら
し
っ
、
あ
っ
た
時
代
は
、
こ
れ
を

哲
間
半
上
よ
り
凱
れ
ば
啓
蒙
時
代
で
あ
り
、
，
こ
れ
を
盤
杭
胴

上
よ
h
観
れ
ば
、
時
同
時
欧
緯
巴
各
闘
が
所
説
重
商
主
義

の
依
弊
に
苦
め
る
時
代
で
め

h
、
叉
こ
れ
を
政
治
上
の

大
事
件
に
就
て
観
れ
ば
、
英
国
政
府
が
一
七
六
五
年
に

印
紙
僚
例

(
m
g
E℃
〉
n
F
)
を
亙
米
刺
加
楠
民
地
仁
後
布

品
中
，

1
八
h
f

(
第
五
税

一O
O
八

Adam Smith， Lectures on Justice. Police， Revenue <tnd Arms， Ed. E 
Cannan， 18ちδ
Lccturcs <;t~.: ~ditor's Intr99~ction_12p. 1)--=-J4・ E町 Cann礼n's'ed 寸he
Wealth of Nations， 1920， VoI. I， Eaitor's Introduction， pp. 18， 19 河
よ博士、近世植樹思想史論、入頁ート頁。小泉数揖、アダム・スミス時停並
に園富論詰版本に就て、三間早骨雑誌、第五巻第三苦慮、十五頁。
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し
、
越
え
て
一
七
六
七
年
に
は
茶
税
を
均
仁
〈
同
楠
民

地
に
謀
し
激
烈
な
る
反
抗
を
か
ひ
、
一
見
に
一
七
七
五
年

に
は
亜
米
利
加
濁
立
戦
争
の
始
る
等
の
こ
ご
が
あ
り

て
、
英
図
々
民
は
明
野
共
に
植
民
地
問
題
に
就
て
苦
き

経
験
を
嘗
め
っ
、
あ
る
時
代
で
ゐ
っ
た
o

斯
る
時
代
に

右
の
講
義
の
稿
本
の
削
除
増
補
正
共
に
同
署
第
一
版
に

「
楠
民
地
に
就
て
」
て
ふ
一
章
一
か
新
に
附
加
せ
ら
れ
た
こ

ご
は
、
大
局
上
か
ら
考
へ
て
も
嘗
時
の
一
吐
曾
的
環
境
が

彼
の
思
想
上
に
影
響
せ
仁
も
の
ご
見
る
を
得
べ
〈
M

メ

問
章
中
に
於
て
伺
人
又
は
曾
一
肢
に
許
容
さ
る
、
凡
で
の

濁
占
に
大
な
る
反
謝
を
唱
へ
、
第
十
七
・
入
世
紀
に
粧

民
地
貿
易
を
轡
む
た
め
に
起
っ
た
諸
特
許
曾
枇
に
反
仙
到

し
、
早
明
商
主
義
に
則
る
総
有
る
諸
規
定
の
弊
害
を
指
摘

し
「
植
民
地
貿
易
の
溺
占
は
、
重
商
主
義
の
他
の
総
て

の
卑
劣
有
害
な
る
方
策
吉
岡
じ
〈
、
蛍
該
濁
占
の
設
定

せ
ら
れ
居
る
園
の
産
業
を
少
L
も
増
進
せ
し
む
る
こ
ご

な
く
、
却
て
反
封
に
こ
れ
を
減
退
せ
[
め
、
以

τ他
の

総
て
の
闘
の
渥
菜
、
就
中
植
民
地
の
産
業
営
抑
座
す
る

も
の
で
あ
る
」
正
一
百
ひ
、
植
民
地
貿
易
の
締
占
の
結
果

は
常
に
且
必
然
的
に
有
害
な
る
も
り
で
あ
る
ご
な
し
、

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
植
民
地
視
の
由
車
と
地
位

雑

酷

夏
に
甚
し
き
は
、
植
民
地
貿
易
上
重
商
主
義
に
則
る
総

有
る
諸
規
定
は
、
一
営
仁
闘
家
の
紋
態
仁
危
険
な
る
不
秩

序
を
訴
す
の
み
で
な
〈
、
又
少
く
ま
も
一
時
は
一
真
に
よ

h
大
な
る
不
秩
序
を
惹
起
せ

L
め
な
け
れ
ば
そ
れ
を
治

す
る
-

居
る
が
如
き
、
又
均
し
〈
同
章
中
に
於

τ
「
現
時
の
動

乱
」
な
る
文
字
ぞ
使
用
し
て
、
理
米
利
加
権
民
地
の
奴

乱
を
表
一
不
せ
る
あ
る
を
見
て
は
、
部
分
的
に
も
倫
蛍
時

の
枇
命
目
的
環
境
が
彼
の
思
想
上
に
影
響
し
、
彼
の
著
述

中
に

εω
思
想
が
現
は
る
、
仁
至
b
し
も
の
な
る
こ
ご

を
窺
知
す
る
に
難

t
な
い
の
で
ゐ
る
c

斯
様
な
る
世
相

Z
思
想
ご
の
接
胸
よ
り
し
て
、
右
の
一
章
が
「
諸
閥
民

の
官
」
に
現
れ
て
来
七
一
原
因
な
り
吉
考
へ
ら
る
、
の

で
あ
る
。

究
に
第
二
の
問
題
に
就
て
考
察
を
試
み
ん
ご
す
る
の

で
あ
る
が
、
な
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
署
第
三
版
を
第

一
版
Z
比
較
L
て
以
r

し
此
問
題
を
解
決
し
て
見
允
レ
正

思
ふ
の
で
あ
る
。
蓋
し
一
七
七
人
年
一
一
月
に
出
版
せ
ら

れ
た
「
諸
国
民
の
富
」
第
二
版
は
、
利
潤
地
代
の
臨
時
生
に

関
す
Z
間
半
訪
中
、
若
干
の
襲
一
具
が
加
へ
ら
れ
、
叉
脚
註

第
十

λ
巷

(
第
五
銃

一
四
七
)
一

O
O丸

~jchols_on ， A J1rojcct of Empire. 1909. _p._lO anc1 pp. J 85-186. Morris， 
Th~ Hi.s~~ry of Colonizati?!i. 19oo~ Vo1. n. p.7I 闘博士、=コルソン
教授の帝悶主義視を諭む、圃民将帥雑誌章一八谷第六就 カ五瓦一九九頁。
判枠博士、アダム・スミ 3込町生挺と環錦、料済事論集串二巻穿Iー班、十カ頁
一三十一頁。村松事士、アダム・ λ ミス年帯、商串研究第三径第一抗、三三
ハ頁。
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ア
ダ
ム
動
ス
ミ
ス

hv
桔
島
地
掴
D
・
同
期
と
地
位

が
附
せ
ら
れ
、
そ
の
他
字
句
の
一
訂
正
が
行
は
れ
た
が
、

こ
れ
等
は
今
私
が
研
究
せ
ん
ご
す
る
こ
ご
に
は
徐
り
深

海
』
閥
係
が
あ
る
や
う
に
は
思
は
れ
な
い
。
蕗
が
一
七
入

四
年
の
末
頃
後
行
せ
ら
れ
た
同
薯
第
三
版
は
、
一
宮
に
容

数
が
従
前
の
二
冊
に
一
冊
増
し
て
三
冊
ご
せ
ら
れ
た
る

の
み
な
ら
歩
、
以
後
通
ぶ
る
が
如
き
符
々
な
る
貼
|
|

殊
に
私
の
研
究
上
出
血
す
る
-
』
ご
の
出
来
な
い
文
言
の
増

補
が
せ
ら
れ
て
居
る
、
そ
[
て
第
三
版
以
下
の
諸
版
本

は
別
段
こ
れ
ぜ
い
ふ
援
化
が
な
い
の
で
あ
る
。
斯
様
な

次
第
で
あ
る
か
ら
犯
は
第
一
版
之
第
三
版
ご
を
比
較
せ

ん
正
す
る
の
で
あ
る
。

儲
然
ら
ば
木
研
究
の
必
要
一
上
右
雨
版
の
間
に
於
け
る

差
異
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
抑
第
三
版
が
未
だ

上
梓
せ
ら
れ
古
る
に
先
立
つ
-
-
Z
二
歳
、
即
一
七
人
二

年
に
彼
は
第
三
版
の
増
補
ご
し
て
束
印
度
曾
枇
の
研
究

を
な
し
、
次
で
R

公
訓
川
の
第
三
版
に
は
、
重
商
主
義
の
結

論
・
特
殊
部
門
の
便
宜
の
た
め
必
要
な
る
会
共
事
業
並

に
使
用
に
就

τの
一
節
・
掛
仰
貿
易
の
不
合
理
及
諸
積

の
回
脱
税
に
就
て
詳
述

ιた
る
章
付
を
増
補
L
て
居
る
の

で
あ
る
。
就
中
岡
著
の
第
四
編
第
入
章
を
成
す
「
重
商

雑

聾

第
十
凡
魯

(
第
五
勝
一
四
八

)
-
o
-
o

主
義
の
結
論
」
の
一
節
に
は

「
去
り
な
が
ら
、
我
亜
米
利
加
及
函
印
度
の
統
治
の
た

め
に
設
け
ら
れ
た
諸
法
制
の
結
構
に
於
て
、
内
問
消

費
者
の
利
盆
が
、
生
産
者
の
利
盆
の
た
め
に
犠
牲
に

供
せ
ら
れ
て
来
た
こ
ご
は
、
英
闘
の
他
の
総
て
の
商

業
上
の
諸
規
定
に
於
け
る
よ
り
も
向
一
唐
甚
し
き
も

の
で
あ
る
。
一
大
帝
闘
は
車
に
一
の
消
費
者
闘
を
起

き
ん
が
た
め
に
建
設
バ
r
て
ら
れ
た
る
品
の
で
あ
っ
て
、

岡
よ
り
賞
該
消
費
者
は
我
闘
の
諸
生
産
者
の
供
給
し

得
る
所
の
貨
物
を
悉
〈
そ
の
府
舗
よ
り
購
入
せ
ね
ば

な
ら
向
。
此
濁
占
が
我
生
産
者
に
奥
へ
じ
債
格
の
小

騰
貴
の
た
め
に
、
内
図
消
費
者
は
此
帝
図
の
維
持
費

及
悶
防
費
の
全
部
の
重
荷
を
負
強
せ
し
め
ら
れ
花
。

此
日
的
、
而
か
も
只
此
目
的
の
た
め
女
に
、
最
近
の

二
戦
争
に
於
て
二
億
高
碗
以
上
消
費
せ
ら
れ
、
且
同

一
の
目
的
を
以
て
昔
時
の
諸
戦
争
に
費
さ
れ
た
総
て

の
経
費
以
外
に
宵
一
億
七
千
高
傍
以
上
の
新
債
が
起

き
れ
た
。
此
負
債
の
利
子
す
ら
も
楠
民
地
貿
易
の
溺

占
に
依
っ
て
儲
付
ら
れ
た
異
常
な
る
金
利
潤
よ
h
も

大
な
る
の
み
な
ら
宇
、
亦
此
植
民
地
貿
易
の
金
額

Adam Smi日1，The WeaIth of Nations， 1St ed.， 1776， Vol. U， p. 217・
E にannan'scd.， ibid.， Vol. II， p. 111. 
Adarn Smi日1.Thc ¥Vealth of Nahons， 1776， 1St cd.. VoI. IJ， PR. 2f() 
213礼ndp. 222. E. C<1.nnaロ'sed.， ibid.， Vol. II. pp 106-ici8 and 

E E15・
Co九nan'sec1唱 ibid.;..Vol.I. Editor's Introduction， p. 16 fg目
授、前持j論文、目u明書、九頁。
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値
、
又
は
平
均
し
て
年
々
植
民
地
川
聡
出
さ
れ
京
市
花

期
の
み
品
積
倣
よ
り
も
大
壬
ゐ
る
o
」I

芭
述
べ
て
、
重
商
主
義
の
批
難
を
杭
民
政
策
上
よ
り
恰

も
英
図
民
に
倣
し
て
居
る
が
如
斉
筆
合
以
て
し
、
叉
同

章
中
の
あ
る
所
に
は
『
不
群
の
経
験
」
て
ふ
文
字
を
使

用
し
て
北
米
柏
民
地
の
叛
乱
を
表
示
し
て
居
る
の
で
あ

る
O
H

加
之
、
同
版
の
最
終
の
瓦
が
、
-
一
ヨ

y
y
ン
致
授

の
言
を
結
れ
ば
「
分
裂
か
現
質
結
合
か
」
(
〉
一
片
足
E
C
2

0
『
口
広
D
H
o
m
E
E
。
日
。
同
]
古
と
ロ
ロ
一
。
ロ
)
て
ふ
次
項
に

越
ぷ
る
が
如
き
杭
民
論
に
関
す
る
激
川
崎
な
る
言
句
を
以

て
終
て
居
り
、
そ
し
て
此
言
句
は
ヲ
ぞ
れ
以
後
の
『
諸
国

民
の
宮
」
の
諸
版
本
に
於
て
も
均

L
〈
筆
を
捌
か
れ
た

る
結
句
で
あ
る
。
是
に
於
て
か
吾
人
は
且
ミ
ス
の
思
想

苫
ぞ
の
背
景
ご
の
関
係
に
就
て
若
干
考
へ
ざ
る
を
得
な

-w 惟
ふ
に
第
一
一
一
版
は
、
一
面
に
於
て
は
一
七
七
六
年
七

月
四
日
、
直
米
利
加
楠
民
地
が
濁
立
宣
言
書
営
天
下
に

一
公
に
し
、
翌
一
七
七
七
年
椛
民
地
十
三
州
が
永
久
に
令

衆
閥
ご
し
て
結
合
す
相
へ
き
こ
ご
を
誓
ひ
、
同
年
六
月
そ

の
闘
旗
を
制
定
す
る
等
の
事
件
の
存
す
る
ご
共
に
、
他

雑

録

ア

F
ム・
-
A

ミ
ス
白
植
民
地
観
白
由
車
と
地
位

商
に
於
て
は
二
七
八
三
年
に
英
国
議
舎
に
は
寸
東
印
度

曾
祉
の
優
良
な
る
管
理
に
闘
し
て
規
定
を
設
〈
ぺ
き
法

案
」
(
〉
ロ
釦
且
伊
司
自

z
z
r
Z
D四
日
耳
札
口
自
主
一
巳

E
Z

F
円

F
o
r
o芹
耳
目

Eμ
悶

2
5
5
0士
宮
山

3
5
ミ
岳
何

E
E
H
E一E
n
c
E宮
司
)
の
通
過
し
允
る
等
、
植
民

地
仁
関
越
せ
る
諮
問
題
の
起

h
っ
、
あ
る
悶
に
増
補
せ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
彼
の
思
想
は
時
勢
の
影

響
を
受
け
て
、
此
版
に
於
て
は
右
の
如
、
当
増
補
正
共
に

斯
様
に
激
越
な
る
言
句
を
入
れ
し
め
た
の
で
あ
ら
う
。

賢
に
品
コ

y
y
v
数
授
が
そ
の
若
の
序
文
に
於
て
も
、

亦
本
文
中
に
於
て
も
、
印
度
の
獲
得
北
米
植
民
地
の
喪

失
を
以
て
「
諸
閥
民
の
宮
』

ω編
著
に
影
響
せ
る
隆
史
上

の
傍
件

t
L
て
血
中
げ
し
が
如
き
同
一
久
レ
イ
が
「
亜
米
利
加

問
題
は
蛍
時
の
重
大
問
題
で
ゐ
っ
た
。
該
植
民
九
は
阪

に
先
年
額
秘
的
抜
乱
の
こ
芭
ゐ

b
、
且
又
そ
の
後
幾
日

月
な
ら
守
し
て
濁
立
宣
言
ぽ
布
の
・
}
ご
が
ゐ
っ
た
が
故

で
あ
る
。
ス
ミ
ス
も
亦
随
っ
て
扶
手
傍
観
す
る
を
得
な

か
っ
た
。
』
E

t
言
っ
て
居
る
が
如
き
は
蓋
し
適
評
で
あ

っ
て
、
見
ミ
月
の
思
想
が
営
時
の
世
時
閣
の
影
響
を
受
け

た
か
否
か
を
鐙
明
す
る
に
奥
て
カ
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

第
+
凡
巻

(
第
亙
蹴
一
個
丸
)
一

O
一一

E.. Cannan's ed.， 

E. Cannan's ed..ー

..4.~0-m Smi_th， ibid.， 17t4， 3 rd ed.， Vol. I!， p. 5I6. 
ib(d.， p. 169. 
Adam-Smith目 ibid.，1784， 3 rcl ed.， Vo1. II， p目 493.
ibid.， p. 146. 
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華障

量生

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
凡
の
植
民
地
加
の
由
曜
と
地
位

第
一
版
よ
り
第
三
収
に
移
る
期
縫
な
る
時
間
的
経
過

は
、
そ
の
聞
に
世
態
の
愛
遷
を
惹
起
せ
し
め
て
、
斯
る

世
相
ご
ス
ミ
且
の
思
想
ご
の
接
繍
が
ス
ミ
ス
を
じ

τ第

三
版
に
伎
の
植
民
地
肌
を
研
究
す
る
上
に
見
逃

L
能
は

さ
る
章
句
を
残
苦
し
め
た
一
原
因
を
成
す
の
で
あ
ら

'
守
ノ
。
以
上
私
は
彼
が
講
義
の
稿
本
Z
「
諮
問
民
一
り
宮
」
第
一

版
、
及
第
一
版
己
第
三
版
Z
を
比
較
す
る
こ
Z
に
依
つ

τ、
彼
の
梢
民
地
観
の
「
諸
岡
民
の
富
』

ω上
に
於
け
る

後
生
的
由
来
を
知
る
を
得
、
嘗
時
の
枇
命
的
環
境
が
如

何
に
彼
の
思
想
上
に
影
響
を
及
ば
し
た
か

τふ
-
』
ご
の

一
斑
を
知
剣
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
o

{
註
)
一
一
コ
ル
ソ
ン
教
授
は
そ
の
若
こ
〉
司
呂
、
内
向
。
『
開
【

4Ew--
一
入

宜
頁
に
於
て
、
文
明
切
義
兵
樹
氏
は
三
同
町
イ
脅
雑
誌
第
五
巻
第
三
競

九
三
買
に
於
て
、
共
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
『
持
同
時
の
宵
』
を
出
版

す
る
諸
に
、
貨
に
ニ
十
省
七
年
を
要
し
た
と
言
っ
て
居
る
。
惟
ふ
に

ス
ミ
ス
が
道
徳
情
操
諭
(
叶
}
戸
内

H
F
2
3
1
E
Z
o日
]
印

2
t
H百
豆
叩
)

第
一
一
肌
を
倫
敦
よ
り
出
版
し
た
白
は
、
一
七
五
九
年
目
こ
・
と
に
し

て
、
同
若
の
末
尾
に
=
〉
ロ
♀
r
o
円
島
問
。
日
目
言
。
ロ
ι
ο
4
0
5
件。

同一引の

μ
ロ
戸
内
向
。
ロ
ロ
円
。
町
内
『
ゆ

LHqoH10当
時

見
w
d
。]戸山片岡
O
ロ
ω
市町戸命日『円以同〆。

ロロ

ι白ぺ制。ロ
mw

】
ロ
向
日
】
作
品
』
『
句
コ
リ
ロ
門
戸
町
内
印
山
口
己
司
0
2
。ハ目以。一「問。の
HAuq-

第
十
八
巻

(
第
五
規
一
五

O
)

O 

口
。
件
。
】
戸
]
可
同
居
老
プ
山
内

2
2
n
o
ヨ
ω
」
日
宮
内
。
一
宮
内
田
口
弓

E
2
0ロ
2
3
m

H
U
Q
Z
η
P
2の〈
σロ
z
p
p
ロ
島
山
口
回
目
、

MHDn目
当
F
山円。〈
O
】司巾
r
o
z
u
Z
M
O

ω
z
σ
3
2
0町
宮
看
守
』
と
あ
る
を
槻
て
も
、
ス
ミ
ス
が
『
諮
問
民
の
官
』

そ
の
も
の
で
な
(
主
も
、
そ
の
若
の
前
身
を
成
す
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
事

で
の
講
義
の
骨
子
た
り
と
も
考
、

τ貯
た
と
川
小
は
る
誌
か
ら
、
一
七

ヒ
六
年
ド
『
諮
問
民
山
富
』
第
一
肢
を
品
刊
せ
ら
れ
た
時
か
ら
湖
よ
ワ

て
、
ニ
イ
有
七
年
間
、
彼
が
考
へ
た
成
果
で
あ
る
と
吉
λ
の
也
強
ひ

て
過
言
と
い
λ
己
主
仕
出
古
都
な
い
で
あ
ら
う
。
倫
骨
内
早
士
諜
『
寓

間
前
』
弟
二
巻
一

o
一
頁
一

O
ニ
頁
に
も
衣
の
椋
な
ζ

と
が
記
せ

ら
れ
て
居
る
町
よ
羽
り
私
が
右
に
過
べ
た
こ
と
は
豊
中
J

趣
を
異
に
す
る

が
、
向
多
幸
た
る
を
央
は
な
い
山
ら
左
に
引
用
す
る
衣
第
で
あ
る
。

『4
r
o

叶「
2
4
0『

p
p
z
-
P
υ
E
-目
。
ロ
町
円
。
ロ
L
。
F

0
・
固
め
巴

自
己
印
。
コ
ω
二

u=-の
n
M
酔
瓦
へ
五

O
一
二
)
に
は
蹴
に
伎
が
高
岡
諭
の

計
書
を
立
て
λ

府
た
事
が
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
』

一一

然
ら
ば
斯
る
由
来
を
も
っ
て
生
れ
て
来
た
彼
の
他
民

地
凱
は
「
諸
閥
民
の
宮
」
の
上
に
於
て
如
何
な
る

r
rを

有
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
勅
に
就
て
は
私
は
(
二

彼
の
思
想
の
杢
怯
ご
部
分
Z
の
閲
係
よ
h
、
つ
乙
分
量

上
よ
り
、
(
三
)
文
言

t
よ
り
、
(
四
)
λ

ミ
λ

自
身
の
書

簡
上
等
の
方
面
よ
り
翻
察
し
て
み
た
い
古
川
ふ
の
で
あ

る。

Nicholson， ibirl.. p. 10 Hnd pp. 185-186 堀切善烏街、ア夕、・スミス
の植呉市向、三回準il!雑誌第五巻第三Z恥谷口調五郎、アrム・スミス白経済
思想、三O四貞一三O五頁。
~ï<:..hoI5o~.')bi~.. p. lO_and.pp._I8S-I86.= Morri5， ibid.， p. 71 
J. Rae. Life of Adam呂田itn，-1895: p. 382. 
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第
一
に
ス
ミ
ス
の
思
想
の
金
憧

z
部
分

Z
の
閥
係

1

1
郎
『
諮
問
民
の
宮
」
を
通
じ
て
の
彼
の
根
本
的
思
想

ご
、
彼
の
植
民
地
翻
に
於
け
る
此
思
想
の
表
現
ご
の
闘

係
|
|
炉
ら
推
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
彼
の
根
本
的
思

湿
Z
は
何
で
あ
る
が
ご
い
ふ
に
、
そ
れ
は
一
般
に
知
ら

れ
て
居
る
が
如
く
、
営
時
の
赴
品
目
上
の
拘
束
的
・
制
限

的
の
潮
流
に
逆
ひ
て
、
自
然
的
自
由
組
織
の
樹
立
を
高

調
す
る
こ

Z
を
主
眼
ご
し
た
の
で
あ
る
o
目
隠
が
伎
は
此

般
本
的
思
想
を
母
国
調
植
民
地
の
関
係
に
於
て
力
説
し

て
居
る
。
例
へ
ば

『
母
国
の
濁
占
的
貿
易
は
、
一
般
に
は
総
て
此
等
園

・
民
の
手
鶏
及
産
業
を
、
叉
特
に
亜
米
利
加
諸
植
民
地

の
そ
れ
等
を
減
縮
せ
し
め
、
又
は
少

c
zも
湖
占
な

か
b
せ
ば
此
享
鶏
及
産
業
が
伸
張
す
ア
き
も
の
を
な

き
し
め
な
い
傾
向
が
あ
る
。
此
掴
判
占
貿
易
は
人
類
の

大
部
分
の
仕
事
を
よ
っ
て
な
さ
し
む
る
一
大
原
動
力

に
謝
す
る
千
鈎
の
重
感
で
あ
る
o

そ
は
植
民
地
の
生

産
物
を
総
て
の
他
の
国
々
に
於
け
る
よ
b
も
高
酬
明
な

ら
し
な
る
に
依
っ
て
、
植
民
地
の
生
産
物
の
消
費
額

を
減
少
せ

L
め
、
而
て
こ
れ
に
依
っ
て
植
民
地
の
産

ア
グ
・
?
ス
ミ
ス
の
植
民
地
視
白
由
燕
と
地
位

雑

録

業
を
牧
織
し
、
併
せ
で
纏
て
の
他
の
図
々
の
事
業
並

に
産
業
を
も
牧
縮
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
』
。

「
所
得
の
総
有
る
根
本
的
源
泉
、
即
勢
働
の
賃
銀
・
土

地
の
地
代
・
資
本
の
利
潤
は
、
此
獅
占
の
な
い
時
に
比

す
れ
ば
そ
の
豊
富
の
皮
苧
濁
占
に
依
っ
て
一
層
減
じ

ら
れ
る
。
一
岡
仁
於
げ
る
一
小
階
級
の
人
々
の
小
利

盆
を
増
進
す
る
こ

Z
は
、
其
闘
に
於
け
る
他
の
総
て

の
階
級
の
人
々
の
利
盆
を
害
し
、
併
せ
て
他
の
纏
吋

の
図
々
に
於
け
る
総
有
る
人
々
の
利
盆
を
害
す
る
。
』

Z
言
っ
て
封
楠
民
地
貿
易
の
濁
占
は
常
に
旦
必
然
的
に

有
害
な
る
結
果
を
融
制
す
も
の
な
り
ご
な
し
、
或
は
植
民

論
の
到
る
所
に
於
て
、
植
民
政
策
上
、
人
的
・
場
所
的
・

時
間
的
・
数
量
的
の
諸
制
限
及
拘
束
の
弊
筈
叉
は
不
利

を
指
摘
し
、
『
完
全
な
る
自
由
吉
正
義
ご
の
自
然
的
制

度
」
(
斗

Z
E
E
E一
司
ω
古
百
三
回
u
m
H
P
Z
E
F
日々

Eι

y
s
n
m
)
の
樹
立
を
盛
に
論
じ
て
賠
品
。
郎
彼
の
一
言
葉

を
引
用
し
て
詮
明
す
れ
ば
、

「
良
好
な
る
土
地
の
潤
淳
、
及
己
が
事
務
を
自
身
に

庭
理
す
る
の
自
由
は
、
纏
て
の
新
楠
民
地
紫
築
の
一
二

大
原
因
化
る
が
如
〈
思
考
せ
ら
る
国
」

(
第
五
焼
一
五
一
)
一
O
一三

2) 

3) 

f，.-c;l~m Smit~l ， i~i~l. ._J rd ed.， Vo1. IJL pp~ 403-404. A4am Smitll， 
i~i.d. ， 1 ~t ~(J. ， V~l. II~ pp. 192-193. -E: Cannan・scd.， i~id. ， p. .93・
Admn Smi日1，_~bid. ， 3 ra ~s1.， VoL II. p・437. Adam Sll1itn， ibicl" 
1， ~t ed.!. V:ol. 11， .p. 219. E. C礼11.nan'sed.， ibid.. p. 112. 
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雑

録

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
白
植
民
地
腹
自
由
車
と
地
位

「
去
れ
ば
植
民
地
貿
易
は
如
何
に
し
て
漸
次
に
日
公
開

せ
ら
る
守
へ
き
か
、
先
づ
第
一
に
除
去
せ
ら
る
*
へ
き
制

限
は
何
で
あ
る
か
、
ヌ
最
後
に
除
去
喧
ら
る
べ
き
制

限
は
何
で
あ
る
か
、
更
に
如
何
仁
し
て
自
由
ご
正
義

ご
の
白
然
的
制
度
が
漸
次
に
回
復
せ
ら
る
べ
き
か
、

此
問
題
を
解
決
す
る
に
は
吾
人
は
-
』
れ
を
将
来
の
政

治
家
及
立
法
家
の
知
慮
に
任
守

F
る
を
得
な
い
。
」

ご
論
じ
て
重
商
主
義
の
総
有
る
諸
規
定
が
粛
す
不
幸
な

る
結
果
を
除
去
せ
ん
唱
」

ze主
止
張
し
て
居
る
を
脱
τ
h
'

明
で
あ
る
。
期
の
如
、
昔
、
失
第

t
ゐ
る
か
ら
、
吾
人
は
そ

の
聞
に
彼
の
楠
民
地
に
劃
す
る
態
度
の
熱
烈
な
る
も
の

あ
る
を
蹴
取
L
得
ペ
〈
、
こ
の
こ
古
は
や
が
て
『
諸
問

民
の
宮
」
に
於
け
る
植
民
地
削
酬
の
地
位
を
察
知
せ
し
む

る
一
方
法
た
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
分
量
上
か
ら
削
察
す
る
に
、
彼
の
植
民
地
翻

は
雷
に
第
七
・
草
「
植
民
地
に
新

τ」
て
よ
章
の
み
な
ら

十
、
次
章
の
「
重
商
主
義
の
結
論
」
も
亦
均
じ
く
そ
れ
を

成
す
も
の
で
あ

h
、
そ
の
他
に
も
所
々
に
植
民
地
に
闘

す
る
意
見
が
散
在
す
る
も
、
私
は
主
さ
し
て
前
二
者
を

合
し
て
植
民
地
般
の
地
位
を
窺
ひ
度
レ
。
固
よ
り
量
の

第
十
λ
巻

(
第
五
披
}
五
一
一
)
一
O
一回

多
き
は
以
て
そ
の
地
位
を
知
る
の
唯
一
の
理
由
で
は
な

い
が
、
而
も
猶
そ
れ
ぞ
知
る
一
方
便
た

h
得
る
も
の
ご

せ
ば
、
彼
が
第
一
版
の
総
頁
数
千
九
十
品
開
頁
に
於
て
、

第
七
章
に
百
十
頁
を
費
L
、
第
三
版
の
総
頁
数
千
四
百

人
十
伶
頁
に
於
て
第
七
草
に
百
四
十
頁
、
第
入
章
に
三

十
除
頁
即
合

L
て
百
七
十
有
伶
頁
を
費
L
て
居
る
甲
」
=

は
、
他
の
諸
章
ご
の
比
較
に
於
て
楠
民
地
視
の
「
諸
国

民
の
富
」
上
に
於
け
る
地
位
を
知
り
得
る
一
方
法
た
る

を
失
は
な
い
の
で
ゐ
る
G

以
上
二
つ
の
結
に
就
て
ユ
ヨ

U
Y
Y
ン
教
授
が
『
植
民

政
策
を
諭
す
る
章
は
、
諸
閥
民

ω宮
中
、
最
も
長
幸
一

章
に
し
て
、
且
全
編
に
封
L
て
適
時
間
の
結
論
を
成
す
章

に
よ
り
て
補
完
せ
ら
る
o
」
ご
言
っ
て
居
る
の
は
葦
L
之

を
設
し
て
伶
あ
る
に
ら
r

フ。

第
三
に
文
言
上
か
ら
推
す
の
で
あ
る
が
、
先
に
も
一

言
し
た
や
う
に
、
第
三
版
並
に
そ
れ
以
後
の
諸
版
本
の

最
終
の
頁
が

『
帝
闘
支
持
の
た
め
の
歳
入
に
も
、
武
力
に
も
何
等
寄

興
せ
な
い
地
方
は
、
之
を
領
土
な
り
ご
は
考
ふ
る
こ

正
を
符
な
レ
。
彼
等
は
骨
図
の
附
属
物
叉
は
外
視
の

Adam Srni日1，ibid.， 3 rd ed.， Vol. !I， p. 427. Adam Smit.h. ihid.， 
1 st ed.， VoI. II. p. 2II. E目 C乱nnan'sed.， ibid.. pp. 106-107・
Nicholson， ibid.， p. 188. 
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時
美
を
粧
ふ
武
佐
山
町
一
一
刊
さ
見
倣
さ
る
、
も
の
で
あ

ら
う
。
併
L
な
が
ら
、
有
し
帝
闘
が
此
武
依
を
維
持

す
べ
き
技
用
を
支
へ
得
な
い
ご
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無

論
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
。
又
7

七
の
費
用
に
比
し
て
歳

入
を
増
加
し
符
な
い
ご
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
少
〈
之
も

費
用
を
歳
入
に
調
和
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

植
民
地
が
英
闘
の
租
税
に
臆
じ
な
い
に
拘
ら
手
、
猶

英
帝
国
の
傾
士
ご
し
て
考
へ
ら
る
、
な
ら
ば
、
大
英

闘
は
帰
来
の
戟
宰
に
於
て
、
彼
等
の
保
護
の
た
め
に
、

従
前
の
戦
守
に
於
け
る
こ
同
様
に
葉
大
な
る
費
用
を

負
ふ

rら
う
。
大
英
図
の
錦
政
者
注
は
過
去
一
世
紀

以
上
の
問
、
大
西
却
什
の
西
岸
に
大
帝
闘
を
有
す
て
ふ

津
想
を
以
て
人
民
を
歓
ば
し
め
た
。
去
り
な
が
ら
、

此
帝
図
は
今
日
迄
唯
忠
一
想
上
一
に
存
在
し
た
る
の
み
。

ぞ
れ
は
今
日
迄
帝
闘
で
は
な
〈
し
て
、
唯
帝
国
の
企

固
で
ゐ

b
、
金
銭
で
は
な
〈
し
て
、
唯
令
鋭
の
企
闘

た
る
の
み
で
あ
っ
た
o

而
て
そ
の
企
闘
た
る
や
現
に

費
用
を
要
し
、
又
今
後
芭
も
引
殺
さ
費
用
を
要
す
る

も
の
で
あ
り
、
而
か
も
従
来
ご
同
一
の
針
路
を
逐
は

は
老
は
莫
大
の
出
費
を
要
す
る
の
み
で
得
る
所
は
瑳

権

録

ア
グ
?
ス
ミ
ス
の
植
民
地
蔵
白
由
車
在
地
位

も
な
い
で
あ
ら
う
。
蓋
し
併
に
逃
ペ
た
る
が
如
〈
、

楠
民
地
貿
易
の
濁
占
の
結
果
は
、
人
民
の
大
多
数
に

刺
袋
は
お
ろ
か
、
損
失
を
粛
す
が
故
で
あ
る
。
依
に

A
寸
の
前
一
は
慌
に
五
目
人
の
怨
政
単
判
定
は
恐
ら
〈
彼
等
自

身
が
人
民
ご
共
に
耽
溺
し
っ
、
あ
る
此
金
事
の
夢
一
を

寅
現
ゼ
し
む
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
彼
等
自
ら
比
夢
よ

り
醗
む
る
己
共
じ
叉
人
民
を
覚
醒
せ
し
む
る
に
努
力

す
べ
き
の
秋
で
あ
る
o

若
し
此
企
闘
に
し
て
達
成
す

る
能
は
な
レ
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は
嘗
然
、
放
棄
す
べ
き
で

あ
る
o

英
帝
闘
の
何
れ
の
領
土
に
せ
よ
、
杢
帝
凶
維

持
の
化
め
に
何
等
忠
則
興
す
る
所
が
な
い
な
ら
ば
、
今

の
時
は
慌
に
大
英
図
は
自
ら
戦
時
に
際
し
、
且
定
等
領

土
を
防
護
す
る
の
費
用
よ

h
、
叉
平
時
に
於
て
も
、

彼
等
の
文
武
費
用
を
維
持
す
る
が
た
め
の
負
擦
よ
b

苑
れ
、
帝
閥
粥
来
の
方
針
及
企
闘
を
し
て
、
専
ち
卒

凡
な
る
英
閣
の
串
品
川
に
越
感
せ
[
む
る
に
努
む
べ
き

時
で
ゐ
る
。
」

Z
の
「
分
裂
か
現
賞
結
合
か
』
て
ふ
激
越
な
る
言
句
を
以

て
夫
の
研
究
を
終
っ
て
居
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
は
彼
は

翠
も
臨
時
踏
す
る
こ
正
な
〈
、
植
民
地
を
濁
立
せ
し
め
て

第
十
λ
巷

(
第
五
規
一
一
杢
己
一
O
一五

~dam Smith， ibiu.， 3 rd ed.， Vo1. _ III， pp..464-465・E.Cannan'~ ed.. 
ibid" Vol. 11. pp. 43-2-433._ Nicholson; ibic1.， pp: 2凶-2吋 山本博
士、九ミスの茸tf1l.:民地策、輯陣論襲、スミス壮念娘、二六ニ頁一二六三頁。
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雑

ァ

r
ム
・
ス
ミ
ス
D
植
局
地
翻
白
由
車
在
地
位

録

所
謂
「
一
方
に
於
て
は
親
ご
し
て
の
母
閣
の
愛
情
吉
、

他
庁
に
於
て
は
子
ご
し
て
の
植
民
地
の
曾
敬
」
ご
が
、

母
図
針
植
民
地
聞
に
生
じ
、
『
最
も
信
貨
な
る
、
愛
情

に
満
も
た
る
寛
大
な
る
同
盟
国
』
た
ら
ん
芭
の
友
情
的

分
隊
の
企
を
幻
影
的
仁
し
て
、
叉
領
土
統
治
上
の
根
本

概
念
に
反
す
る
も
の
ご

L
て
こ
れ
を
恒
絶
し
、
或
は
植

民
地
の
経
費
及
課
税
等
の
問
題
を
論
じ
、
叉
各
闘
の
植

民
史
及
楠
民
地
史
を
精
細
に
論
述
し
た
る
後
、
「
自
由

政
治
組
織
」

3
3
E
U
色
町
宮
内
向

0
5
5
5
3こ
郎
そ
の

内
蒋
よ
り
せ
ば
今
日
の
所
謂
白
治
政
府
の
樹
立
を
主
張

L
、
そ
れ
に
よ
っ
て
母
子
商
闘
聞
の
漣
鎖
を
一
層
輩
固

な
ら
し
め
ん
こ
ご
を
健
議
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
ご

も
角
右
の
言
句
は
彼
が
植
民
地
ー
叩
酬
の
地
位
を
察
知
せ
し

む
る
に
足
る
も
の
で
ゐ
る
わ
O

V

イ
が
そ
の
著
に
於
て
、

ス
ミ
ス
が
如
何
ば
か
ち
植
民
地
問
題
じ
就
て
熱
心
で
あ

っ
た
か
て
ふ
こ
Z
を
言
は
ん
が
た
め
に
、
「
吾
人
は
諸

国
民
の
宮
の
末
尾
に
於
け
る
愛
闘
の
趣
旨
日
正
切
望
ご
の

大
な
る
こ
主
、
叉
植
民
地
行
政
の
会
館
の
問
題
に
就

て
、
長
き
に
亙
る
特
段
の
研
究
を
な
し
、
昔
時
行
は
れ

た
る
益
口
忠
二
つ
の
議
論
を
決
定
せ
る
の
み
な
ら
争
、
一

般
の
政
策
上
に
も
白
治
政
府
を
設
〈
べ
し
ご
す
る
要
求

に
到
達
日
し
こ
さ
に
於
て
も
、
そ
れ
を
知
ム
リ
得
る
の
で

あ
る
o
旬
、
三
品
っ
て
居
る
の
は
、
一
管
に
此
第
二
方
而
の

み
な
ら
す
、
目
指
一
・
第
二
の
雨
方
面
を
も
合
せ
て
器
明

す
る
も
の
ご
謂
は
.3
る
を
待
な

ν。

第
十

λ
巻

『
第
五
貌

-
E
凹
)
一

o-
大

第
四
印
も
最
後
に
、
ス
ミ
ス
自
身
の
書
簡
上
か
ら
も

観
察
す
る
こ
ご
が
出
来
る
り
で
あ
る
。
郎
一
七
入
二
年

に
ジ
ョ
ン
・
v
y
F
V
ヤ
!
こ
。

E
印
山
口

n
Eこ
が
植
民

地
問
題
に
就
て
一
冊
子
を
緩
め
、
こ
れ
を
ス
ミ
ス
に
贈

h
代
る
に
、
旦
ミ
ス
は
同
年
十
月
十
四
日
附
に
て
返
書

を
出
し
、
同
書
館
中
に
は
右
に
暴
げ
た
る
が
如
き
こ

さ
、
部
母
閥
維
持
の
化
め
に
何
等
の
寄
奥
も
せ
な
い
領

土
の
こ
ご
を
論

ιて
居
る
が
如
吉
、
又
一
七
八
三
年
十

一
月
十
五
日
附
で
、
ク
イ
9
ア
ム
・
エ
デ
ン
(
者
自
白
日

開

ι
E
)
に
宛
て
た
書
簡
の
一
節
に
も
、
軍
に
ア
イ
Y

ラ

ン
ド
の
乾
物
商
人
又
は
英
吉
利
の
帽
子
商
人
の
利
盆
の

た
め
に
、
理
米
利
加
己
の
貿
易
を
制
限
す
る
ャ
」
立
は
、

植
民
地
そ
れ
白
憎
の
た
め
に
不
正
で
あ
っ
て
、
叉
他
吉

の
貿
易
に
は
課
せ
ら
れ
な
い
或
る
降
碍
を
あ
る
特
定
の

外
岡
貿
易
に
識
す
る
は
不
可
な
る
旨
を
述
、
へ
て
居
る
が

如
言
冊
、
吾
人
が
一
度
是
等
の
書
簡
を
見
る
時
は
、
伎
の

楠
民
地
闘
の
「
諸
岡
民
の
富
」
の
上
に
於
け
る
地
位
を
、

彼
自
身
が
裏
書
し
て
居
る
が
如
き
戚
が
あ
る
。

以
上
な
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
椛
民
地
翻
の
「
諸
問
民

の
宮
」
の
上
に
於
け
る
由
来
及
そ
の
地
位
て
ふ
二
例
の

問
題
を
取
扱
ひ
、
こ
れ
に
依
っ
て
、
常
時
の
枇
合
的
環

境
が
彼
の
思
想
上
に
及
ば
せ

L
影
響
の
一
斑
を
窺
ひ
得

た
の
で
あ
る
が
、
此

ω
こ
ご
は
ス
ミ
ス
の
思
想
を
検
討

す
る
に
営
っ
て
、
決
し
て
度
外
統
一
し
て
は
な
ら
凶
慮
の

も
の
で
あ
る
。

Adam Smith， iuiu.， 3 rd ed.， VoI. !I， pp・443-447，452. E. Cannan's 
ed.， ibid.， pp. 1I6-II7， 121. Nicho]son， ibid.， pp. 206-208. 211-213 
.l{ae， ibid.， pp. 282-283 

Rae， ibid.， pp. 381-386. 
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